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株式市場の動き

 先週の日本株式市場（日経平均株価）は、前週末
比で下落となりました。週前半は、堅調な米経済
指標や外国為替相場の動向、米株高や原油価格上
昇等を材料に一進一退の展開となりました。しか
し、18日（木）に、トランプ米大統領とロシアの
不透明な関係を巡る懸念が強まったことから大幅
に下落となり、およそ半年ぶりの安値を付けまし
た。週末は自律反発狙いの買いが入り3日ぶりに
上昇となりました。（週末引け値：19,590.76
円）

 週間では、日経平均株価は1.47％の下落、東証株
価指数は1.33％の下落でした。

（1）日本の株式・債券市場
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週間市場レポート
（2017年5月15日～5月19日）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

債券市場の動き

 先週の日本債券市場（10年国債金利）は、前週末比
で小幅に下落となりました。日経平均株価の下落や、
米政治情勢を警戒した投資家のリスク選好姿勢の後
退から、相対的に「安全資産」とされる国債は買わ
れました（利回りは低下）。週末は、割安感から中
期債へのまとまった買いが入ったことが10年債にも
波及しました。（週末引け値：0.040％）

 週間では、10年国債金利は0.007％の下落となりま
した。

（審査確認番号H29-TB74）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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市場の動き

 先週の米国株式市場（ＮＹダウ）は、週初は、サウ
ジアラビアとロシアが原油の協調減産の延長を合意
したことから、エネルギーセクターを中心に買われ
上昇し、史上最高値を更新しました。週央は、米大
統領選へのロシアの関与を巡る疑惑による政治的不
安から下落したものの、週末は、翌週の石油輸出国
機構（OPEC）総会における減産合意への期待から
原油価格が上昇し、株価も前日比で上昇しました。
（週末引け値：20,804.84ドル）

 週間ではNYダウは0.44％の下落となりました。

（2）米国の株式市場

（3）外国為替市場

市場の動き

 先週の米ドル/円相場は、前週比では円高/米ドル安
となりました。米政治の先行き不透明感が増して世
界的に株安が進行し、投資家がリスク回避姿勢を強
めたことから「低リスク通貨」とされる円を買って
米ドルを売る動きが優勢となりました。週末は、米
経済指標の予想以上の改善や日経平均の上昇を受け
て、4日ぶりに円安/米ドル高となりました。（週末
引け値：111円20銭～30銭）

 週間では米ドル/円は1.87％の円高、ユーロ/円は
0.65％の円安となりました。

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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